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広報紙きらりでは、地域の農産物加工品をク
イズプレゼント応募という形で紹介していま
す。毎号、多くの方からハガキやメール等で感
想や応援の言葉までいただき嬉しい限りです。
ありがとうございます。

最近では、年配の方でも「初めてメールで応
募する」という人が増えているようです。携帯
電話メールでの応募は覚えてしまえば簡単に
できますので、挑戦してみてはいかがでしょう
か。ご応募お待ちしています。

ほくほくの

じゃがいも
おやき

今回、レシピを教えてくれたのは、日出町の小野望さん。実家のじゃ
がいもを使ったおやつは、出すとすぐ無くなるそうです。

●作り方 ①Aを全て入れてゆでる
 ②Aがゆであがったらすりつぶし、Bを入れて混ぜ合わ

せる。牛乳は好みのかたさに合わせて調整。
 ③一口大にして油をひきフライパンで焼く。
 ※油はお好みでバターに変えても美味しくたべられます。醤油

やマヨネーズをかけても味が変わり美味しくいただけます。

①大成ナス15aと里芋20aを栽培しています。
②手を入れた作物が思うようにできたときです。
③マイペース
④食べ歩きをすることです。
⑤面積を増やしながら、新しい作物の栽培にも挑戦し

ていきたいです。

①水稲７ha、麦2.5haとイチゴ８aを栽培しています。
②食べてくれた人から「おいしかった」と言ってもらうことです。
③平穏
④家で過ごすことが多いですが、たまに兄と食事に行っ

たりします。
⑤水稲中心の農業ですが、園芸品目（特にイチゴ）は将

来もずっと続けていきたいです。

豊後大野市三重町　樋口　まりなさん（27）
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「NOSAI」へのご意見・ご要望を
お寄せください

①現在の仕事内容　②仕事での喜び　③好きな言葉　④休日の過ごし方　⑤将来の自分は？

国東市国東町　吉崎　祥平さん（27）

きらりわけえし

組
合
長
あ
い
さ
つ

新
役
員
紹
介

第
５
回
通
常
総
代
会
開
催

内容

つくってみちょくれ！

ひぐち よしざき しょうへい

塩こしょう
小麦粉 ……… 50ｇ
マヨネーズ …… 20ｇ
牛乳 ………… 30～45ｇ

●材料（１人前）
　じゃがいも ……５個
　　　　　　　    （小～中）
　コンソメ ………１個
　水 ……………500cc

BA

へいおん



７月１日に就任した新役員の理事16名および監事３名をご紹介します
NOSAIおおいた新役員紹介

平成30年度執行体制

理事

森
もり

　　宗
そういち

一
（玖珠町）

理事

髙
たかせ

瀬　義
よしのり

德
（日田市）

理事

栁
やない

井　正
しょうじ

二
（臼杵市）

理事

麻
あそう

生　和
かずき

紀
（豊後大野市）

理事

矢
やの

野　源
げんぺい

平
（豊後大野市）

理事

大
おおつか

塚　惟
これゆき

敬
（竹田市）

理事

江
えとう

藤　正
まさたか

隆
（宇佐市）

理事

吉
よしの

野　　清
きよし

（竹田市）

代表監事

佐
さとう

藤　　茂
しげる

（九重町）

理事

三
みかみ

上　忠
ただはる

治
（豊後高田市）

監事

三
みうら

浦　
たかひろ

大
（日出町）

理事

小
おざもと

座本　要
かなめ

（中津市）

監事

三
みすみ

角　仁
まさふみ

文
（中津市）

理事

野
のばた

畑　佑
ゆうしょう

昌
（宇佐市）

組合長理事

阿
あべ

部　順
じゅんじ

治
（杵築市）

副組合長理事

山
やまだ

田　定
さだお

男
（佐伯市）

理事

本
ほんだ

田　修
しゅうじ

二
（国東市）

理事

佐
さとう

藤　友
とものぶ

信
（由布市）

理事

岩
いわもと

本　龍
たつとし

年
（大分市）

理　事

理　事

理　事

監　事
役
員
退
任
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
６
月
30
日
の
任
期
満
了

を
も
ち
ま
し
て
、
次
の
方
々
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

前
理
事 

平
岡
　
寛
二（
国
東
市
）

 

甲
斐
　
善
馬（
由
布
市
）

 

佐
藤
　
勇
夫（
豊
後
大
野
市
）

 

秦
　
　
忠
士（
豊
後
大
野
市
）

 

長
野
　
幸
生（
竹
田
市
）

 

宮
川
　
竹
則（
宇
佐
市
）

前
監
事 

小
野
　
範
義（
別
府
市
）

 

宇
都
宮
　
巧（
中
津
市
）

昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
の
爪
痕
が
残
る
な
か
、
本

年
も
西
日
本
を
中
心
に
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
未
曾

有
の
災
害
が
発
生
し
、
多
数
の
死
者
・
行
方
不
明
者

が
出
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
役
職
員

一
同
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

相
次
ぐ
自
然
災
害
の
猛
威
と
、
コ
メ
の
生
産
調
整

の
廃
止
、
貿
易
自
由
化
等
、
農
業
経
営
の
先
行
き
に

不
安
感
が
漂
う
な
か
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、「
農
業
保

険
法
」
の
下
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
の
農
業
生
産

体
制
の
構
築
を
支
援
す
る
た
め
、「
改
正
農
業
共
済

制
度
」
と
、
農
産
物
の
価
格
低
下
を
含
む
収
入
減
少

を
補
て
ん
す
る
「
収
入
保
険
制
度
」
を
総
合
的
に
普

及
・
推
進
し
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

確
実
に
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
改
正
農
業
共
済
制
度
」
の
周
知
で
は
、
既
に
県

内
全
域
で
地
域
別
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
、
ま

た
、「
収
入
保
険
制
度
」
で
は
、
来
年
１
月
の
開
始

に
向
け
、
当
県
目
標
１
，
７
０
０
戸
の
加
入
を
目
指

し
、
地
域
別
説
明
会
と
併
せ
て
制
度
普
及
を
行
い
、

加
え
て
、
青
色
申
告
農
家
・
法
人
へ
の
戸
別
推
進
も

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
農
作
物
共
済
（
水
稲
・
麦
）
の
任
意
加
入

制
へ
の
移
行
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
事
業
量
の
安
定
的

確
保
の
懸
念
と
な
っ
て
お
り
、
更
な
る
農
家
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、
平
坦
地
に
も
恩
恵
の
あ

る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
薬
剤
購
入
費
の
一
部
補
助
や
乗

用
溝
切
り
機
の
無
料
貸
出
な
ど
、
新
た
な
損
害
防
止

事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
総
合
的
な
取
り
組
み
と
、
農
家
・
組
合

員
の
個
々
の
経
営
実
態
に
応
じ
た
柔
軟
な
加
入
推
進

に
よ
っ
て
、
懸
念
さ
れ
る
無
保
険
者
の
発
生
防
止
に

繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
々
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
今
ま
で
以
上
に
「
組
合

員
の
た
め
の
組
織
運
営
」
を
行
う
と
同
時
に
、
と

り
わ
け
新
し
い
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
家
を

支
援
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
組
織
と
し
て
、

県
下
３
万
６
千
余
の
農
家
の
期
待
に
応
え
る
強
固

な
組
合
を
目
指
す
べ
く
、
役
職
員
一
同
ま
い
進
す

る
所
存
で
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
更
な
る
ご
理
解
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
農
業
共
済
組
合
の
事
業
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
通
常
総
代

会
に
お
い
て
、
役
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
新
た
に
16

名
の
理
事
及
び
３
名
の
監
事
が
決
定
し
、
７
月
１
日

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
役
員
互
選
会
議
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
引
き
続
き
組
合
長
の
任
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
あ
ら
た
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

農
業
保
険
制
度
を
確
実
に
普
及
・
推
進
し

「
組
合
員
の
た
め
の
組
織
運
営
」を
目
指
し
ま
す

組
合
長

挨

拶

大分県農業共済組合
組合長理事　阿 部　順 治
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と
な

り
、
あ
ら
た
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

農
業
保
険
制
度
を
確
実
に
普
及
・
推
進
し

「
組
合
員
の
た
め
の
組
織
運
営
」を
目
指
し
ま
す

組
合
長

挨

拶

大分県農業共済組合
組合長理事　阿 部　順 治
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平
成
30
年
度
事
業
実
施
方
針（
要
旨
）

開
会
に
先
立
ち
、
阿
部
順
治
組
合
長
理
事

は
、「
昨
年
の
豊
後
大
野
市
朝
地
町
綿
田
地

区
の
地
割
れ
、
九
州
北
部
豪
雨
、
ま
た
、
本

年
４
月
に
耶
馬
溪
町
で
発
生
し
た
地
す
べ
り

事
故
で
被
災
し
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
話
し
、「
改
正
農
業

共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度
の
両
制
度
を

十
二
分
に
Ｐ
Ｒ
し
、『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
大
分
県
の
農
業
の

生
産
態
勢
を
支
援
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
来
賓
の
勝
本
英
樹
大
分
県
農
林

水
産
部
審
議
監
並
び
に
井
上
伸
史
大
分
県
議

会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
． 

改
正
農
業
共
済
制
度
の
周
知
徹
底
と

 

加
入
意
思
確
認
の
確
実
実
施
の
行
動

 

① 

改
正
制
度
の
周
知
徹
底
に
向
け
た
説
明
会

等
の
開
催

 

② 

制
度
事
業
対
象
者（
有
資
格
者
）に
対
す
る

普
及
推
進
、加
入
意
思
確
認
の
実
施

 

③ 

収
入
保
険
有
資
格
者
に
対
す
る
制
度
説
明

の
実
施

２
． 

事
業
計
画
の
確
実
達
成
に
向
け
た
行
動

 

①
制
度
共
済
事
業
推
進
目
標
の
達
成

 

②
任
意
共
済
事
業
推
進
目
標
の
達
成

 

③
総
共
済
金
額　

５
，８
９
３
億
円
の
達
成

 

④ 

収
入
保
険
加
入
全
国
目
標
10
万
戸
に
応
答

す
る
当
県
目
標
１
，７
０
０
戸
の
達
成

３
． 

組
合
組
織
体
制（
態
勢
）を
含
め
た

 

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
た
行
動

 

① 

収
入
保
険
業
務
等
の
執
行
態
勢
と
当
該
事

業
に
関
し
、本
・
支
所
の
連
携
強
化
。所
要

担
当
部
署
配
置
を
強
化

 

② 

平
成
34
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
職
員
採

用
計
画
の
策
定
。本
年
度
職
員
採
用
の
実
施

 

③
組
合
業
務
執
行
に
限
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

 

④
拡
充
す
る
損
害
防
止
事
業
の
実
施

 

⑤
組
合
家
畜
診
療
所
の
統
括
態
勢
の
検
討

 

⑥ 

事
業
勘
定
・
業
務
勘
定
に
関
す
る
健
全
性

担
保
に
向
け
た
整
理
検
討

第
５
回
通
常
総
代
会
が
、６
月
20

日
、大
分
市
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

ホ
ル
ト
ホ
ー

ル
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。総
代
１
４
３

名（
う
ち
書
面
に
よ
る
出
席
46
名
）の

出
席
に
よ
り
、提
出
し
た
全
12
議
案
に

つ
い
て
の
慎
重
な
審
議
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。議
長
に
は
大
平
和
生
総
代

（
大
分
市
）が
選
任
さ
れ
、全
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
通
常
総
代
会
開
催  

全
議
案
を
可
決
！

農
業
保
険
制
度
、一
層
の
普
及
へ議長に選任された大平 和生 総代

勝本 英樹
大分県農林水産部審議監

阿部 順治 組合長理事

井上 伸史
大分県議会議長

第５回通常総代会

１
． 

改
正
農
業
共
済
制
度
の
周
知
徹
底
と

 

加
入
意
思
確
認
の
確
実
実
施
の
行
動

 

① 

改
正
制
度
の
周
知
徹
底
に
向
け
た
説
明
会

等
の
開
催

 

② 

制
度
事
業
対
象
者（
有
資
格
者
）に
対
す
る

普
及
推
進
、加
入
意
思
確
認
の
実
施

 

③ 

収
入
保
険
有
資
格
者
に
対
す
る
制
度
説
明

の
実
施

２
． 

事
業
計
画
の
確
実
達
成
に
向
け
た
行
動

 

①
制
度
共
済
事
業
推
進
目
標
の
達
成

 

②
任
意
共
済
事
業
推
進
目
標
の
達
成

 

③
総
共
済
金
額　

５
，８
９
３
億
円
の
達
成

 

④ 

収
入
保
険
加
入
全
国
目
標
10
万
戸
に
応
答

す
る
当
県
目
標
１
，７
０
０
戸
の
達
成

３
． 

組
合
組
織
体
制（
態
勢
）を
含
め
た

 

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
た
行
動

 

① 

収
入
保
険
業
務
等
の
執
行
態
勢
と
当
該
事

業
に
関
し
、本
・
支
所
の
連
携
強
化
。所
要

担
当
部
署
配
置
を
強
化

 

② 

平
成
34
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
職
員
採

用
計
画
の
策
定
。本
年
度
職
員
採
用
の
実
施

 

③
組
合
業
務
執
行
に
限
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

 

④
拡
充
す
る
損
害
防
止
事
業
の
実
施

 

⑤
組
合
家
畜
診
療
所
の
統
括
態
勢
の
検
討

 

⑥ 

事
業
勘
定
・
業
務
勘
定
に
関
す
る
健
全
性

担
保
に
向
け
た
整
理
検
討

平成29年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算
書及び剰余金処分（不足金処理）案の承認について

第１号議案

役員の選任について　※新役員については3ページにてご紹介します

第６号議案

第２号議案

平成30年度事業計画の設定について
目標総共済金額 5,893億円
業務収支予算 14億6,360万円
家畜診療所収支予算 ２億9,163万円
防災事業収支予算 １億1,413万円

監事監査規則の一部改正について
●共済規程を事業規程に変更
●農業災害補償法を農業保険法に変更

第11号議案

第３号議案

平成30年度事務費賦課金の額及び徴収方法について
事務費賦課予定額 １億2,094万円

徴収方法
賦課金の払込期日は、事業
規程に定める共済目的別の
掛金払込期日と同一とする

第４号議案

平成30年度役員等の報酬について
役員 9,227,500円以内
総代 1,840,000円以内
損害評価会委員、損害評価員 33,656,700円以内
共済部長 34,001,400円以内
顧問料（弁護士） 324,000円以内
家畜診療所運営委員 24,000円以内

第５号議案

特別積立金の取崩しについて
農作物共済勘定 58,503,000円以内（損害防止事業）
家畜共済勘定 11,550,000円以内（損害防止事業）
果樹共済勘定 1,364,000円以内（損害防止事業）
任意共済勘定 1,000,000円以内（損害防止事業）

第８号議案

損害評価会委員の補欠選任について
太郎良健一 （大分県農林水産部地域振興課長）
伊藤俊一郎 （大分県農林水産部園芸振興課長）
河野　宣彦 （大分県農林水産部畜産振興課長）
宇都宮光夫 （大分県農林水産部園芸振興課野菜班課長補佐）
信貴　竜人 （大分県農林水産部園芸振興課花き特用班課長補佐）
小川　精一 （杵築市）
佐藤喜代住 （九重町）
界　　則康 （豊後大野市）
斉藤　信昭 （宇佐市）
矢倉　秀憲 （豊後大野市）
原井　英彦 （宇佐市）
佐藤　岩男 （杵築市）
穴井　睦治 （日田市）
伊藤　哲也 （日田市）

第９号議案

家畜診療所運営委員の補欠選任について
河野　宣彦 （大分県農林水産部畜産振興課長）

※県庁職員の退職による補充選任

第10号議案

余裕金の預け入れ先金融機関の決定について
平成30年度余裕金を次の金融機関へ預金する

大分県信用農業協同組合連合会 大分県信用組合
大分県農業協同組合 大分銀行
べっぷ日出農業協同組合 豊和銀行
九重町飯田農業協同組合 みずほ銀行
玖珠九重農業協同組合 ゆうちょ銀行
大分大山町農業協同組合 九州労働金庫

第５回通常総代会

第７号議案

農業共済組合事業規程の一部改正について
【園芸施設共済】
● 小損害不塡補の基準金額を①３万円（又は共済価額の
20分の1）、②10万円、③20万円のうちから加入時に選
択できるよう改正

家畜診療所運営規則及び
家畜診療所運営委員会規則の一部改正について
●共済規程を事業規程に変更
※ 概要・公表事項についてはNOSAIおおいた
ホームページに掲載しています。

第12号議案

提出議案と要旨
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平
成
30
年
度
事
業
実
施
方
針（
要
旨
）

開
会
に
先
立
ち
、
阿
部
順
治
組
合
長
理
事

は
、「
昨
年
の
豊
後
大
野
市
朝
地
町
綿
田
地

区
の
地
割
れ
、
九
州
北
部
豪
雨
、
ま
た
、
本

年
４
月
に
耶
馬
溪
町
で
発
生
し
た
地
す
べ
り

事
故
で
被
災
し
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
話
し
、「
改
正
農
業

共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度
の
両
制
度
を

十
二
分
に
Ｐ
Ｒ
し
、『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
大
分
県
の
農
業
の

生
産
態
勢
を
支
援
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
来
賓
の
勝
本
英
樹
大
分
県
農
林

水
産
部
審
議
監
並
び
に
井
上
伸
史
大
分
県
議

会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
． 

改
正
農
業
共
済
制
度
の
周
知
徹
底
と

 

加
入
意
思
確
認
の
確
実
実
施
の
行
動

 

① 

改
正
制
度
の
周
知
徹
底
に
向
け
た
説
明
会

等
の
開
催

 

② 

制
度
事
業
対
象
者（
有
資
格
者
）に
対
す
る

普
及
推
進
、加
入
意
思
確
認
の
実
施

 

③ 

収
入
保
険
有
資
格
者
に
対
す
る
制
度
説
明

の
実
施

２
． 

事
業
計
画
の
確
実
達
成
に
向
け
た
行
動

 

①
制
度
共
済
事
業
推
進
目
標
の
達
成

 

②
任
意
共
済
事
業
推
進
目
標
の
達
成

 

③
総
共
済
金
額　

５
，８
９
３
億
円
の
達
成

 

④ 

収
入
保
険
加
入
全
国
目
標
10
万
戸
に
応
答

す
る
当
県
目
標
１
，７
０
０
戸
の
達
成

３
． 

組
合
組
織
体
制（
態
勢
）を
含
め
た

 

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
た
行
動

 

① 

収
入
保
険
業
務
等
の
執
行
態
勢
と
当
該
事

業
に
関
し
、本
・
支
所
の
連
携
強
化
。所
要

担
当
部
署
配
置
を
強
化

 

② 

平
成
34
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
職
員
採

用
計
画
の
策
定
。本
年
度
職
員
採
用
の
実
施

 

③
組
合
業
務
執
行
に
限
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

 

④
拡
充
す
る
損
害
防
止
事
業
の
実
施

 

⑤
組
合
家
畜
診
療
所
の
統
括
態
勢
の
検
討

 

⑥ 

事
業
勘
定
・
業
務
勘
定
に
関
す
る
健
全
性

担
保
に
向
け
た
整
理
検
討

第
５
回
通
常
総
代
会
が
、６
月
20

日
、大
分
市
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

ホ
ル
ト
ホ
ー

ル
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。総
代
１
４
３

名（
う
ち
書
面
に
よ
る
出
席
46
名
）の

出
席
に
よ
り
、提
出
し
た
全
12
議
案
に

つ
い
て
の
慎
重
な
審
議
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。議
長
に
は
大
平
和
生
総
代

（
大
分
市
）が
選
任
さ
れ
、全
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
通
常
総
代
会
開
催  

全
議
案
を
可
決
！

農
業
保
険
制
度
、一
層
の
普
及
へ議長に選任された大平 和生 総代

勝本 英樹
大分県農林水産部審議監

阿部 順治 組合長理事

井上 伸史
大分県議会議長

第５回通常総代会

１
． 

改
正
農
業
共
済
制
度
の
周
知
徹
底
と

 

加
入
意
思
確
認
の
確
実
実
施
の
行
動

 

① 

改
正
制
度
の
周
知
徹
底
に
向
け
た
説
明
会

等
の
開
催

 

② 

制
度
事
業
対
象
者（
有
資
格
者
）に
対
す
る

普
及
推
進
、加
入
意
思
確
認
の
実
施

 

③ 

収
入
保
険
有
資
格
者
に
対
す
る
制
度
説
明

の
実
施

２
． 

事
業
計
画
の
確
実
達
成
に
向
け
た
行
動

 

①
制
度
共
済
事
業
推
進
目
標
の
達
成

 

②
任
意
共
済
事
業
推
進
目
標
の
達
成

 

③
総
共
済
金
額　

５
，８
９
３
億
円
の
達
成

 

④ 

収
入
保
険
加
入
全
国
目
標
10
万
戸
に
応
答

す
る
当
県
目
標
１
，７
０
０
戸
の
達
成

３
． 

組
合
組
織
体
制（
態
勢
）を
含
め
た

 

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
た
行
動

 

① 

収
入
保
険
業
務
等
の
執
行
態
勢
と
当
該
事

業
に
関
し
、本
・
支
所
の
連
携
強
化
。所
要

担
当
部
署
配
置
を
強
化

 

② 

平
成
34
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
職
員
採

用
計
画
の
策
定
。本
年
度
職
員
採
用
の
実
施

 

③
組
合
業
務
執
行
に
限
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

 

④
拡
充
す
る
損
害
防
止
事
業
の
実
施

 

⑤
組
合
家
畜
診
療
所
の
統
括
態
勢
の
検
討

 

⑥ 

事
業
勘
定
・
業
務
勘
定
に
関
す
る
健
全
性

担
保
に
向
け
た
整
理
検
討

平成29年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算
書及び剰余金処分（不足金処理）案の承認について

第１号議案

役員の選任について　※新役員については3ページにてご紹介します

第６号議案

第２号議案

平成30年度事業計画の設定について
目標総共済金額 5,893億円
業務収支予算 14億6,360万円
家畜診療所収支予算 ２億9,163万円
防災事業収支予算 １億1,413万円

監事監査規則の一部改正について
●共済規程を事業規程に変更
●農業災害補償法を農業保険法に変更

第11号議案

第３号議案

平成30年度事務費賦課金の額及び徴収方法について
事務費賦課予定額 １億2,094万円

徴収方法
賦課金の払込期日は、事業
規程に定める共済目的別の
掛金払込期日と同一とする

第４号議案

平成30年度役員等の報酬について
役員 9,227,500円以内
総代 1,840,000円以内
損害評価会委員、損害評価員 33,656,700円以内
共済部長 34,001,400円以内
顧問料（弁護士） 324,000円以内
家畜診療所運営委員 24,000円以内

第５号議案

特別積立金の取崩しについて
農作物共済勘定 58,503,000円以内（損害防止事業）
家畜共済勘定 11,550,000円以内（損害防止事業）
果樹共済勘定 1,364,000円以内（損害防止事業）
任意共済勘定 1,000,000円以内（損害防止事業）

第８号議案

損害評価会委員の補欠選任について
太郎良健一 （大分県農林水産部地域振興課長）
伊藤俊一郎 （大分県農林水産部園芸振興課長）
河野　宣彦 （大分県農林水産部畜産振興課長）
宇都宮光夫 （大分県農林水産部園芸振興課野菜班課長補佐）
信貴　竜人 （大分県農林水産部園芸振興課花き特用班課長補佐）
小川　精一 （杵築市）
佐藤喜代住 （九重町）
界　　則康 （豊後大野市）
斉藤　信昭 （宇佐市）
矢倉　秀憲 （豊後大野市）
原井　英彦 （宇佐市）
佐藤　岩男 （杵築市）
穴井　睦治 （日田市）
伊藤　哲也 （日田市）

第９号議案

家畜診療所運営委員の補欠選任について
河野　宣彦 （大分県農林水産部畜産振興課長）

※県庁職員の退職による補充選任

第10号議案

余裕金の預け入れ先金融機関の決定について
平成30年度余裕金を次の金融機関へ預金する

大分県信用農業協同組合連合会 大分県信用組合
大分県農業協同組合 大分銀行
べっぷ日出農業協同組合 豊和銀行
九重町飯田農業協同組合 みずほ銀行
玖珠九重農業協同組合 ゆうちょ銀行
大分大山町農業協同組合 九州労働金庫

第５回通常総代会

第７号議案

農業共済組合事業規程の一部改正について
【園芸施設共済】
● 小損害不塡補の基準金額を①３万円（又は共済価額の
20分の1）、②10万円、③20万円のうちから加入時に選
択できるよう改正

家畜診療所運営規則及び
家畜診療所運営委員会規則の一部改正について
●共済規程を事業規程に変更
※ 概要・公表事項についてはNOSAIおおいた
ホームページに掲載しています。

第12号議案

提出議案と要旨
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第５回通常総代会

平成29年度事業実績並びに平成30年度事業計画
平成30年度事業計画・業務収支予算

平成29年度業務支出決算額

人件費
1,046,569事務費

32,386 （単位：千円）

業務費
57,809

普及推進費
62,464

施設費
53,431

損害評価費
40,839

損害防止費
57,580

諸税負担金
11,831

業務繰延
残金繰入
73,530

その他
20,190

支出合計
1,456,629
（千円）

平成30年度業務収支予算（収入）

受取補助金
683,872

事務費賦課金
120,941

受取利息
114,306

損害防止収入
36,509

事業勘定受入
335,762

その他
98,680

前期繰越業務残金
73,530

収入合計
1,463,600
（千円）

（単位：千円）

平成30年度業務収支予算（支出）

事務費
30,873

業務費
54,212

普及推進費
63,099

施設費
48,683

損害評価費
44,170

損害防止費
94,200

諸税負担金
12,170

その他
55,920

支出合計
1,463,600
（千円）

人件費
1,060,273

（単位：千円）

水稲共済 麦共済 家畜共済 果樹共済

平成29年度実績 平成29年度実績 平成29年度実績 平成29年度実績

引受面積 20,018ha 引受面積 4,754ha 引受頭数 124,212頭 引受面積 254ha

共済金額 118億757万円 共済金額 ９億9,046万円 共済金額 126億7,603万円 共済金額 ４億9,355万円

支払共済金 １億8,163万円 支払共済金 3,082万円 支払共済金 ８億705万円 支払共済金 591万円

平成30年度計画 平成30年度計画 平成30年度計画 平成30年度計画

引受面積 19,488ha 引受面積 4,499ha 引受頭数 123,809頭 引受面積 226ha

共済金額 115億9,889万円 共済金額 ９億2,366万円 共済金額 124億1,469万円 共済金額 ４億7,799万円

畑作物共済 園芸施設共済 建物共済 農機具共済

平成29年度実績 平成29年度実績 平成29年度実績 平成29年度実績

引受面積 1,515ha 引受棟数 7,655棟 引受棟数 53,823棟 引受台数 4,765台

共済金額 ２億6,472万円 共済金額 68億9,437万円 共済金額 5,640億813万円 共済金額 105億970万円

支払共済金 5,640万円 支払共済金 2,145万円 支払共済金 ２億4,216万円 支払共済金 2,685万円

平成30年度計画 平成30年度計画 平成30年度計画 平成30年度計画

引受面積 1,509ha 引受棟数 6,743棟 引受棟数 52,219棟 引受台数 4,661台

共済金額 ２億5,005万円 共済金額 58億5,299万円 共済金額 5,475億5,191万円 共済金額 102億8,000万円

合計

平成29年度実績 平成30年度計画

共 済 金 額 6,076億4,453万円
共 済 金 額　　5,893億5,018万円

支払共済金 13億7,228万円

第
１
号
表
彰
（
基
礎
組
織
の
部
）

上
田　

宜
信　
　
（
日
出
町
）

北
崎　

英
昭　
　
（
国
東
市
）

日
浦　

尚
美　
　
（
杵
築
市
）

平
嶋　

義
人　
　
（
日
田
市
）

佐
藤　

義
信　
　
（
九
重
町
）

工
藤　

成
人　
　
（
九
重
町
）

三
原　

眞
喜
夫　
（
佐
伯
市
）

羽
田
野　

成
実　
（
豊
後
大
野
市
）

鴛
海　

康
孝　
　
（
豊
後
高
田
市
）

漆
島　

利
弘　
　
（
宇
佐
市
）

第
３
号
表
彰
（
職
員
の
部
）

後
藤　
　

浩　
　
（
大
分
市
）

安
藤　

貴
徳　
　
（
豊
後
高
田
市
）

穴
井　

浩
史　
　
（
大
分
市
）

三
代　

雄
二　
　
（
豊
後
大
野
市
）

田
尻　

賀
昭　
　
（
豊
後
大
野
市
）

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

吉
田　

良
男　
　
（
杵
築
市
）

藤
原　

徳
幸　
　
（
杵
築
市
）

秋
吉　

博
文　
　
（
由
布
市
）

幸
野　

道
徳　
　
（
由
布
市
）

阿
南　

孝
雄　
　
（
竹
田
市
）

芦
刈　

義
人　
　
（
臼
杵
市
）

佐
藤　

豪
信　
　
（
宇
佐
市
）

大
冨　

清
治　
　
（
宇
佐
市
）

池
田　

雅
彦　
　
（
宇
佐
市
）

田
畑　

光
洋　
　
（
宇
佐
市
）

大
分
県
農
業
共
済
組
合
長
感
謝
状

前
田　

秀
之　
　
（
日
出
町
）

佐
野　

昌
広　
　
（
国
東
市
）

皆
元　

英
雄　
　
（
国
東
市
）

阿
部　

光
孝　
　
（
杵
築
市
）

中
山　
　

馨　
　
（
杵
築
市
）

首
藤　

秀
能　
　
（
大
分
市
）

安
達　

勝
行　
　
（
大
分
市
）

二
ノ
宮
政
広　
　
（
由
布
市
）

亀
山　
　

功　
　
（
臼
杵
市
）

長
野　
　

博　
　
（
臼
杵
市
）

橋
本　

晃
磨　
　
（
佐
伯
市
）

久
知
良　

勝　
　
（
豊
後
大
野
市
）

小
野　

勇
治　
　
（
豊
後
大
野
市
）

嶺　
　

泰
宏　
　
（
豊
後
大
野
市
）

小
代　

良
治　
　
（
豊
後
大
野
市
）

岩
瀬　
　

昇　
　
（
豊
後
大
野
市
）

武
藤　

精
一　
　
（
豊
後
大
野
市
）

森
田　

孝
市　
　
（
豊
後
大
野
市
）

菅　
　

健
二　
　
（
竹
田
市
）

阿
南　

健
一　
　
（
竹
田
市
）

本
田　

幸
男　
　
（
竹
田
市
）

是
永　

勝
彦　
　
（
宇
佐
市
）

第５回通常総代会

制
度
の
普
及
、
事
業
推
進
に
尽
力

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業  

功
労
者
表
彰

６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
通
常
総
代

会
に
お
い
て
、「
平
成
30
年
度
大
分
県
農
業
共
済

組
合
表
彰
」の
受
賞
者
に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

（
順
不
同
、敬
称
略
）

平
成
30
年
度

大
分
県
農
業
共
済
組
合
表
彰

前列左より　羽田野成実さん、鴛海康孝さん
後列左より　後藤浩さん、安藤貴徳さん、穴井浩史さん、田尻賀昭さん

平
成
30
年
度

任
意
共
済
事
業
優
秀
組
織
等
表
彰
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第５回通常総代会

平成29年度事業実績並びに平成30年度事業計画
平成30年度事業計画・業務収支予算

平成29年度業務支出決算額

人件費
1,046,569事務費

32,386 （単位：千円）

業務費
57,809

普及推進費
62,464

施設費
53,431

損害評価費
40,839

損害防止費
57,580

諸税負担金
11,831

業務繰延
残金繰入
73,530

その他
20,190

支出合計
1,456,629
（千円）

平成30年度業務収支予算（収入）

受取補助金
683,872

事務費賦課金
120,941

受取利息
114,306

損害防止収入
36,509

事業勘定受入
335,762

その他
98,680

前期繰越業務残金
73,530

収入合計
1,463,600
（千円）

（単位：千円）

平成30年度業務収支予算（支出）

事務費
30,873

業務費
54,212

普及推進費
63,099

施設費
48,683

損害評価費
44,170

損害防止費
94,200

諸税負担金
12,170

その他
55,920

支出合計
1,463,600
（千円）

人件費
1,060,273

（単位：千円）

水稲共済 麦共済 家畜共済 果樹共済

平成29年度実績 平成29年度実績 平成29年度実績 平成29年度実績

引受面積 20,018ha 引受面積 4,754ha 引受頭数 124,212頭 引受面積 254ha

共済金額 118億757万円 共済金額 ９億9,046万円 共済金額 126億7,603万円 共済金額 ４億9,355万円

支払共済金 １億8,163万円 支払共済金 3,082万円 支払共済金 ８億705万円 支払共済金 591万円

平成30年度計画 平成30年度計画 平成30年度計画 平成30年度計画

引受面積 19,488ha 引受面積 4,499ha 引受頭数 123,809頭 引受面積 226ha

共済金額 115億9,889万円 共済金額 ９億2,366万円 共済金額 124億1,469万円 共済金額 ４億7,799万円

畑作物共済 園芸施設共済 建物共済 農機具共済

平成29年度実績 平成29年度実績 平成29年度実績 平成29年度実績

引受面積 1,515ha 引受棟数 7,655棟 引受棟数 53,823棟 引受台数 4,765台

共済金額 ２億6,472万円 共済金額 68億9,437万円 共済金額 5,640億813万円 共済金額 105億970万円

支払共済金 5,640万円 支払共済金 2,145万円 支払共済金 ２億4,216万円 支払共済金 2,685万円

平成30年度計画 平成30年度計画 平成30年度計画 平成30年度計画

引受面積 1,509ha 引受棟数 6,743棟 引受棟数 52,219棟 引受台数 4,661台

共済金額 ２億5,005万円 共済金額 58億5,299万円 共済金額 5,475億5,191万円 共済金額 102億8,000万円

合計

平成29年度実績 平成30年度計画

共 済 金 額 6,076億4,453万円
共 済 金 額　　5,893億5,018万円

支払共済金 13億7,228万円

第
１
号
表
彰
（
基
礎
組
織
の
部
）

上
田　

宜
信　
　
（
日
出
町
）

北
崎　

英
昭　
　
（
国
東
市
）

日
浦　

尚
美　
　
（
杵
築
市
）

平
嶋　

義
人　
　
（
日
田
市
）

佐
藤　

義
信　
　
（
九
重
町
）

工
藤　

成
人　
　
（
九
重
町
）

三
原　

眞
喜
夫　
（
佐
伯
市
）

羽
田
野　

成
実　
（
豊
後
大
野
市
）

鴛
海　

康
孝　
　
（
豊
後
高
田
市
）

漆
島　

利
弘　
　
（
宇
佐
市
）

第
３
号
表
彰
（
職
員
の
部
）

後
藤　
　

浩　
　
（
大
分
市
）

安
藤　

貴
徳　
　
（
豊
後
高
田
市
）

穴
井　

浩
史　
　
（
大
分
市
）

三
代　

雄
二　
　
（
豊
後
大
野
市
）

田
尻　

賀
昭　
　
（
豊
後
大
野
市
）

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

吉
田　

良
男　
　
（
杵
築
市
）

藤
原　

徳
幸　
　
（
杵
築
市
）

秋
吉　

博
文　
　
（
由
布
市
）

幸
野　

道
徳　
　
（
由
布
市
）

阿
南　

孝
雄　
　
（
竹
田
市
）

芦
刈　

義
人　
　
（
臼
杵
市
）

佐
藤　

豪
信　
　
（
宇
佐
市
）

大
冨　

清
治　
　
（
宇
佐
市
）

池
田　

雅
彦　
　
（
宇
佐
市
）

田
畑　

光
洋　
　
（
宇
佐
市
）

大
分
県
農
業
共
済
組
合
長
感
謝
状

前
田　

秀
之　
　
（
日
出
町
）

佐
野　

昌
広　
　
（
国
東
市
）

皆
元　

英
雄　
　
（
国
東
市
）

阿
部　

光
孝　
　
（
杵
築
市
）

中
山　
　

馨　
　
（
杵
築
市
）

首
藤　

秀
能　
　
（
大
分
市
）

安
達　

勝
行　
　
（
大
分
市
）

二
ノ
宮
政
広　
　
（
由
布
市
）

亀
山　
　

功　
　
（
臼
杵
市
）

長
野　
　

博　
　
（
臼
杵
市
）

橋
本　

晃
磨　
　
（
佐
伯
市
）

久
知
良　

勝　
　
（
豊
後
大
野
市
）

小
野　

勇
治　
　
（
豊
後
大
野
市
）

嶺　
　

泰
宏　
　
（
豊
後
大
野
市
）

小
代　

良
治　
　
（
豊
後
大
野
市
）

岩
瀬　
　

昇　
　
（
豊
後
大
野
市
）

武
藤　

精
一　
　
（
豊
後
大
野
市
）

森
田　

孝
市　
　
（
豊
後
大
野
市
）

菅　
　

健
二　
　
（
竹
田
市
）

阿
南　

健
一　
　
（
竹
田
市
）

本
田　

幸
男　
　
（
竹
田
市
）

是
永　

勝
彦　
　
（
宇
佐
市
）

第５回通常総代会

制
度
の
普
及
、
事
業
推
進
に
尽
力

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業  

功
労
者
表
彰

６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
通
常
総
代

会
に
お
い
て
、「
平
成
30
年
度
大
分
県
農
業
共
済

組
合
表
彰
」の
受
賞
者
に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

（
順
不
同
、敬
称
略
）

平
成
30
年
度

大
分
県
農
業
共
済
組
合
表
彰

前列左より　羽田野成実さん、鴛海康孝さん
後列左より　後藤浩さん、安藤貴徳さん、穴井浩史さん、田尻賀昭さん

平
成
30
年
度

任
意
共
済
事
業
優
秀
組
織
等
表
彰
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刈
り
取
り
前
に
見
回
り
を

●
加
入
申
請
書
の
提
出
期
限

　

11
月
５
日
㈪

●
共
済
掛
金
の
払
込
期
限

　

２
月
28
日
㈭

刈
り
取
っ
て
し
ま
う
と
評
価
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
筆
方
式（
７
割
補
償
）

〈
申
告
基
準
〉

　

一
筆(

耕
地)

ご
と
に
左
記
の
対
象
災

害
に
よ
り
基
準
収
穫
量
の
３
割
を
超
え

る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
で
す
。

〈
補
償
対
象
災
害
〉

　

風
水
害
、干
害
、ひ
ょ
う
害
、冷
害
、雷

害
、地
す
べ
り
の
害
、い
も
ち
病
・
紋
枯

病
・
ウ
ン
カ
な
ど
の
病
虫
害
、鳥
獣
害
、火

災
等
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

〈
損
害
評
価
野
帳
の
提
出
〉

　

損
害
評
価
野
帳
を
記
入
し
、集
落
の
共

済
部
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
立
札
の
設
置
〉

　

立
札
は
ビ
ニ
ー
ル
等
に
入
れ
、損
害
評

価
員
さ
ん
の
悉
皆（
検
見
）調
査
前
ま
で

に
被
害
ほ
場
に
設
置
し
、刈
り
取
り
時
ま

で
そ
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
申
告
の
流
れ

〈
悉
皆(
検
見)

調
査
〉

　

損
害
評
価
員
さ
ん
に
よ
り
、一
筆
ご
と

に
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
穫
量
を
悉
皆

（
検
見
）調
査
し
ま
す
。

　

組
合
で
は
悉
皆（
検
見
）調
査
の
前
に

損
害
評
価
研
修
会
を
開
催
し
、検
見
眼
統

一
ほ
場
を
設
け
、評
価
の
精
度
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

〈
実
測
調
査
〉

　

損
害
評
価
班
で
被
害
申
告
の
あ
っ
た

ほ
場
の
一
定
割
合
数
に
つ
い
て
実
測
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

〈
審
議
〉

　

損
害
評
価
会
委
員
さ
ん
に
よ
る
当
初

評
価
高
の
審
議
を
経
て
、農
林
水
産
省
の

損
害
評
価
高
の
認
定
を
受
け
、共
済
金
を

支
払
い
ま
す
。

損
害
評
価
の
流
れ

東部支所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南部支所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北部支所 TEL.0978-32-1307

水
稲
の
収
穫
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。気
象
災
害
お
よ
び
病
虫
害
、獣
害
等
に
よ
り
一
定

の
基
準
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、収
穫
前
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

麦
共
済
は
本
年
秋
の
加
入
申
請
時
（
平
成
31
年
産
）

か
ら
任
意
加
入
制
に
な
り
ま
す
。

期
限
内
に
加
入
申
込
書
の
提
出
が
無
け
れ
ば
加
入
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
掛
金
の
期
限
内
納
入
が
な
け
れ
ば

契
約
は
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
損
害
評
価
が

は
じ
ま
り
ま
す
！

麦
共
済
の

  

加
入
申
請
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

お問い合わせはお近くの

（農業共済組合）へ
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本旅行は（株）農協観光が企画･実施する旅行です。以下の条件に基づきます。
その他の旅行条件は、本条件によるほか、別途お渡しする取引条件説明書面、契約
書面確定書面（最終旅行日程表）、並びに当社募集型企画旅行契約によります。
１．旅行のお申し込み及び契約成立について

（１）お申し込みの際には、必ず旅行条件書をお受け取り下さい。
（２）当社所定の申込書に所定の事項を記入し、右記のお申込金を添えてお申し

込みいただきます。
（３）お申込金は、｢旅行代金｣又は｢取消料｣、｢違約料｣の一部として取り扱います。
（４）電話、郵便、ファクシミリその他の通信手段による旅行契約の予約のお申し

込みの場合は、当社が旅行契約の予約の承諾の旨通知した翌日から起算し
て３日以内に、所定のお申込書と右記のお申込金を提出していただきます。
この期間内にお客さまがお申込み書とお申込金を提出されない場合は、当
社はお申し込みがなかったものとして取り扱います。

（５）旅行契約は当社が契約の締結を承諾し、お申込金を受領したときに成立す
るものとします。

２．旅行代金に含まれるもの
本広告書面に記載された旅行日程に明示した運輸機関の運賃･料金、宿泊
費、食事代、旅行業務取扱料金及び消費税等諸税が含まれています。

３．旅行代金に含まれないもの
上記のほかは旅行代金に含まれません。その一例を例示します。

（１）超過手荷物料金（ 規定の重量･容量･個数を超える分について）
（２）クリーニング代、電報電話料、追加飲食等個人的性質の諸費用及びそれに

伴う税･サービス料
（３）お客さまのご希望により生ずる日程に含まれないその他の追加料金（見学

料･食事代･写真代･交通費等）
（４）ご希望者のみ参加されるオプショナルツアー（ 別料金の小旅行） の代金
（５）ご自宅から発着地までの交通費、宿泊費
４．お申込金（おひとり様）

※旅行代金は、旅行出発の前日から起算してさかのぼって14日目にあたる日よ
り前にお支払いいただきます。

５．取消料
お客さまは、お客さまのご都合で旅行を取り消しになる場合には、旅行代金
に対しておひとりにつき下記の料率で取消料を、ご参加のお客さまからは１
室毎の利用人数の変更に対する差額をそれぞれいただきます。

６．旅行条件の基準
この旅行条件は2018年７月１日を基準としています。

個人情報の取扱について
１．旅行の申し込みに伴い取得する個人情報の利用目的

当社及び当社の旅行業者代理業者（以下｢代理業者｣といいます。）または受
託旅行業者（代理業者を含め、以下｢販売店｣といいます。）は、旅行申し込み
の際に提出された申込書に記載された個人情報について、次のために必要な
範囲内で利用させていただきます。

（１）お客さまとの旅行契約締結　（２）お客さまとの連絡
（３）お客さまがお申し込みいただいた旅行において、運送･宿泊機関等（主要な
運送･宿泊機関等については各スケジュール表に記載されています。）その他の
提供するサービスの手配およびそれらのサービスの受領のための手続
２．旅行の申し込み以外で取得する個人情報の利用目的

当社および販売店は、将来より良い旅行商品の開発のためマーケット分析や
当社および販売店から旅行商品のご案内をお客さまにお届けするために、ア
ンケートやクイズの応募用紙などに記載されたお客さまの個人情報につい
て、次のために利用させていただくことがあります。
なお、この利用については、お客さまのお申し出により停止することができます。

（１）旅行商品、キャンペーンのご案内、特典サービスの提供　（２）統計資料の作成
３．保有する個人データの利用目的

当社および販売店では、お客さまの個人データのうち、氏名、住所、電話番号
またはメールアドレスなどのお客さまへのご連絡にあたり必要となる最小限
の範囲のものについて、次のために利用させていただくことがあります。
なお、この利用についてはお客さまのお申し出により停止することができます。

（１）旅行参加後のご意見やご感想の提供のお願い、アンケートのお願い
（２）旅行商品やサービスのご案内、特典サービスの提供
（３）お客さまにとって有用と思われる提携先団体･企業の商品やサービス･キャンペーンのご案内
（４）統計資料の作成
（５）次回の旅行申し込み時におけるお客さまの手続き上の便宜を図るため

お仲間同士はもちろん、ご夫婦、おひとりでも楽しい安心の旅を皆様のNOSAIがお世話します

魅力のポイント
①ご自宅の近くより発着！
②屋久島もバスでゆったり快適な観光
③初日ご夕食は飲み放題
　（※ビールはお１人１本）（２日目もビール、焼酎、ソフトドリンク付き。)
④大迫力のパノラマ･桜島観光と
　今話題の西郷どん大河ドラマ館見学
⑤指宿温泉では「玉三郎ショー」、
　屋久島では郷土芸能「益救神太鼓」鑑賞
⑥団体写真１枚サービス(ご夫婦は１組１枚)

魅力のポイント
①ご自宅の近くより発着！
②屋久島もバスでゆったり快適な観光
③初日ご夕食は飲み放題
　（※ビールはお１人１本）（２日目もビール、焼酎、ソフトドリンク付き。)
④大迫力のパノラマ･桜島観光と
　今話題の西郷どん大河ドラマ館見学
⑤指宿温泉では「玉三郎ショー」、
　屋久島では郷土芸能「益救神太鼓」鑑賞
⑥団体写真１枚サービス(ご夫婦は１組１枚)

紀元杉紀元杉

千尋の滝千尋の滝

黒酢の郷

桷志田
黒酢の郷

桷志田

ホテル（8：10）＝志戸子ガジュマル園＝屋久島環境文化村センター＝
宮之浦～～鹿児島＝ふぁみり庵はいから亭（昼食）＝旅の駅魔猿
城（お買い物）＝熊本又は宮崎（夕食）＝各地（夜）

１
日
目

スケジュール（行程表）

２
日
目

３
日
目

各地（6：00～8：00）＝桜島を眼前に雄大な黒酢の壷畑が広がる、黒酢の郷 桷志田（昼食･見学）
＝有村溶岩展望所＝桜島～～鹿児島＝西郷どん大河ドラマ館＝指宿温泉（夕刻）【泊】

ホテル（7：50）＝指宿～～宮之浦＝千尋の滝＝杉匠（昼食）＝ヤクスギランド
＝紀元杉（ほとんど歩かずに樹齢3,000年の迫力を）＝宮之浦（夕刻）【泊】■募集人員／１班40名、２班80名　■最少催行人員／各班35名

■添乗員／同行して旅程管理業務を行います。
■宿泊／【指宿温泉】指宿フェニックスホテル又は同等クラス
 【宮之浦】シーサイドホテル屋久島又は同等クラス
■貸切バス会社／大分バス／屋久島道の駅観光
■食事条件／朝２回・昼３回・夕３回（全８食）

第１班（東部･中西部・南部（竹田以外）・北部管内の皆様）

※３名１室ご利用4,000円増し
 ２名１室ご利用6,000円増し78,000円

≫１日目出発日

旅行代金（お一人様・４～５名１室ご利用）

平成30年12月２日㈰

平成30年12月６日㈭
第２班（竹田市の皆様）　

指宿フェニックスホテル シーサイドホテル屋久島≫２日目

大分県農業共済組合

東 部 支 所  TEL.0978-63-4466
中西部支所  TEL.0973-72-3409
大分出張所  TEL.097-576-7461
南 部 支 所  TEL.0974-22-3330
竹田出張所  TEL.0974-63-2825
北 部 支 所  TEL.0978-32-1307

旅行代金
お申込金

１万円未満
2,000円

３万円未満
6,000円

６万円未満
12,000円

10万円未満
20,000円

15万円未満
30,000円

15万円以上
旅行代金の20％

旅行契約の解除期日 取消料
旅行開始日の
前日から起算して
さかのぼって

１）21日目にあたる日以前の解除（日帰り旅行にあっては11日目）
２）20日目にあたる日以降の解除（日帰り旅行にあっては10日目）［３）～６）を除く］
３）７日目にあたる日以降の解除［４）～６）を除く］
４）旅行開始日前日の解除
５）旅行開始日当日の解除［６）を除く］
６）旅行開始後の解除又は無連絡不参加

無料
旅行代金の20％
旅行代金の30％
旅行代金の40％
旅行代金の50％

旅行代金の100％

お客様の状況によっては、当初の手配内容に含まれていない特別な配慮、措置が必要になる可能性があります。詳細は別途お渡しする｢旅行取引条件説明書面｣の
｢３. お申込み条件｣を確認のうえ、特別な配慮･措置が必要となる可能性がある方は、ご相談させていただきますので、必ずお申し出ください。

旅行条件(要約) ■詳しいチラシをご用意しております。
　　　　 　 お気軽にお問い合わせください

※詳しい旅行条件を説明した書面をお渡ししますので、事前にご確認の上お申し込み下さい。

〒870-0844 大分市大字古国府1220番地（全農おおいた別館１F）
総合旅行業務取扱管理者　井島 洋孝

※総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業所
での取引の責任者です。この契約に関し、担当者からの説明に
ご不明な点がありましたらご遠慮なく上記の旅行業務取扱管
理者にご質問ください。

■旅行企画・実施・お申込み・お問い合わせは

第21回 NOSAIふれあいの旅第21回 NOSAIふれあいの旅

屋久島と名湯指宿温泉
3日間！世 界

遺 産

指宿温泉指宿温泉

桜島桜島

刈
り
取
り
前
に
見
回
り
を

●
加
入
申
請
書
の
提
出
期
限

　

11
月
５
日
㈪

●
共
済
掛
金
の
払
込
期
限

　

２
月
28
日
㈭

刈
り
取
っ
て
し
ま
う
と
評
価
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
筆
方
式（
７
割
補
償
）

〈
申
告
基
準
〉

　

一
筆(

耕
地)

ご
と
に
左
記
の
対
象
災

害
に
よ
り
基
準
収
穫
量
の
３
割
を
超
え

る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
で
す
。

〈
補
償
対
象
災
害
〉

　

風
水
害
、干
害
、ひ
ょ
う
害
、冷
害
、雷

害
、地
す
べ
り
の
害
、い
も
ち
病
・
紋
枯

病
・
ウ
ン
カ
な
ど
の
病
虫
害
、鳥
獣
害
、火

災
等
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

〈
損
害
評
価
野
帳
の
提
出
〉

　

損
害
評
価
野
帳
を
記
入
し
、集
落
の
共

済
部
長
さ
ん
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
立
札
の
設
置
〉

　

立
札
は
ビ
ニ
ー
ル
等
に
入
れ
、損
害
評

価
員
さ
ん
の
悉
皆（
検
見
）調
査
前
ま
で

に
被
害
ほ
場
に
設
置
し
、刈
り
取
り
時
ま

で
そ
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
申
告
の
流
れ

〈
悉
皆(

検
見)

調
査
〉

　

損
害
評
価
員
さ
ん
に
よ
り
、一
筆
ご
と

に
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
穫
量
を
悉
皆

（
検
見
）調
査
し
ま
す
。

　

組
合
で
は
悉
皆（
検
見
）調
査
の
前
に

損
害
評
価
研
修
会
を
開
催
し
、検
見
眼
統

一
ほ
場
を
設
け
、評
価
の
精
度
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

〈
実
測
調
査
〉

　

損
害
評
価
班
で
被
害
申
告
の
あ
っ
た

ほ
場
の
一
定
割
合
数
に
つ
い
て
実
測
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

〈
審
議
〉

　

損
害
評
価
会
委
員
さ
ん
に
よ
る
当
初

評
価
高
の
審
議
を
経
て
、農
林
水
産
省
の

損
害
評
価
高
の
認
定
を
受
け
、共
済
金
を

支
払
い
ま
す
。

損
害
評
価
の
流
れ

東部支所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南部支所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北部支所 TEL.0978-32-1307

水
稲
の
収
穫
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。気
象
災
害
お
よ
び
病
虫
害
、獣
害
等
に
よ
り
一
定

の
基
準
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、収
穫
前
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

麦
共
済
は
本
年
秋
の
加
入
申
請
時
（
平
成
31
年
産
）

か
ら
任
意
加
入
制
に
な
り
ま
す
。

期
限
内
に
加
入
申
込
書
の
提
出
が
無
け
れ
ば
加
入
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
掛
金
の
期
限
内
納
入
が
な
け
れ
ば

契
約
は
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
損
害
評
価
が

は
じ
ま
り
ま
す
！

麦
共
済
の

  

加
入
申
請
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

お問い合わせはお近くの

（農業共済組合）へ
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収入保険制度は、品目の枠にとらわれず、自
然災害による収量減少だけでなく、価格低下
なども含めた収入減少を補償する仕組みで、
青色申告を行っている農業者が対象です。

Q.

新連載

収入保険制度は、平成31年1月
からスタートします。

収入保険に加入したいので
すが、どんな手続きが必要な
のでしょうか？

収入保険に関する
ご相談・お問い合わせは
こちらまで

大分県農業共済組合 収入保険対策室 ☎ 097-544-8110

収入保険制度
とは？

収入保険の加入手続等のスケジュール（保険期間が31年１月～12月の場合）

加入申請手続

● 収入保険加入申請書
● 過去の農業収入金額申告書（H29年分まで）
● 農業経営に関する計画書（H31年分計画）

［添付書類］
● 青色申告決算書等の税務申告書類の写しなど
 （H26～H29までの期間で、連続した年の分）

保険料、積立金、事務費の納付

保険料と積立金は、分割支払も選択できます。
（最終の納付期限は保険期間の８月末です）
※保険料、積立金及び事務費は、口座振替です。
　● 口座振替承諾書（加入申請時）

平成30年～ 11月 ～ 12月

保険期間（税の収入算定期間と同じ） 保険金等の請求・支払

保険金・特約補てん金を請求するため。
● 保険期間の農業収入金額実績申告書
 兼保険金請求書

［添付書類］
● 青色申告決算書等の税務申告書類の写しなど

平成31年 １～12月 平成32年 確定申告後～６月

● 過去の農業収入金額申告書（H30年分）
［添付書類］

● 青色申告決算書等の税務申告書類の写しなど

事故が発生したら…
● 事故発生等通知書

営農計画を変更するときは…

※自然災害等による収量減少で、収入減少が見込まれ
るときは、速やかに事故の発生状況等を通知。

※作付けする品目や面積などを変更するときは、営農
計画を変更し、農作業日誌、農産物の販売に関する
帳簿などを必ず記帳します。

A. 加入には過去の農業収入金額の申告など、各
種手続きが必要です。NOSAI では職員がタ
ブレット端末等を使って手続きをサポートしま
すのでご安心ください。

NOSAI全国連が内容を審査後、
保険金・特約補てん金を支払います。
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県
内
で
は「
消
防
署
員
な
ど
を
名
乗
る
」不
審
電
話
が
相
次
ぎ
、６
月
末
現

在
で
１
７
６
件
の
不
審
電
話
を
認
知
。大
半
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
宅
の
固

定
電
話
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

消
防
署
員
を
名
乗
る
男
は
、「
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
対
策
で
一
人
暮
ら

し
の
方
を
調
査
し
て
い
ま
す
」「
一
人
暮
ら
し
で
す
か
？ 

近
く
に
身
内
は
い
ま

す
か
？
」「
資
料
を
送
る
の
で
名
前
と
住
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
情

報
を
聞
き
だ
し
ま
す
。

そ
の
際
、男
か
ら「
嘘
を
言
っ
た
ら
殺
す
ぞ
」と
脅
さ
れ
た
り
、相
手
に
せ
ず

に
電
話
を
切
る
と
、再
び
電
話
が
か
か
り
、「
荷
物
を
送
る
か
ら
お
金
を
用
意

し
ろ
」「
家
を
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
て
や
る
」「
警
察
に
言
っ
た
ら
殺
す
ぞ
」と

脅
さ
れ
、後
日
に
警
察
官
を
名
乗
る
男
か
ら
、「
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
」な

ど
の
不
審
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
し
て
い
ま
す
。突
然
、脅
し
だ
け
の
電
話

が
か
か
っ
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、あ
の
手
こ
の
手
で
新
し
い
手

口
を
考
え
、特
殊
詐
欺
を
実
行
し
よ
う
と
し
ま
す
。

警
察
や
消
防
、そ
の
他
行
政
機
関
が
電
話
で
個
人
情

報
を
聞
く
こ
と
は
な
く
、お
金
絡
み
の
電
話
、高
圧

的
な
電
話
は
全
て
詐
欺
で
す
。不
審
な
電
話
が
あ
っ

た
ら
、直
ぐ
に
警
察
や
家
族
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地域
づくり

最
近
、「
お
産
」の
往
診
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
が
、通
常
の
お
産
が

ほ
と
ん
ど
で
介
助
や
獣
医
師
の
手
が
必
要
な「
難
産
」は
そ
れ
ほ
ど
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。経
験
の
あ
る
畜
主
な
ら
ば
異
常
時
の
み
の
往
診
依
頼

と
な
り
ま
す
が
、様
々
な
不
安
を
抱
え
る
農
家
さ
ん
で
は
や
は
り
獣
医

師
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
の
様
な
場
合
で
も
個
体
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は
き
ち
ん
と

お
産
に
立
会
い
、様
子
を
見
な
が
ら
落
ち
着
い
て
獣
医
師
に
現
状
を
伝

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、近
年
子
牛
の
出
生
時
体
重
が
大
き
く
、予
定
日
よ
り
１
週
間

か
ら
10
日
以
上
経
っ
て
も
分
娩
し
な
い
事
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。授

精
証
明
書
で
授
精
月
日
を
確
認
し
た
上
で
、獣
医
師
に
分
娩
誘
起
処

置
を
す
る
か
の
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。安
易
な
分
娩
誘
起
は
か
え
っ
て

難
産
を
招
く
事
に
な
る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

お
産
は
農
家
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
気
を
使
う
事
で
す
が
、獣
医
師
や

周
り
の
人
と
協
力
し
て
安
全
・
安
心
な
お
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

南部支所
竹田家畜診療所

獣医師   河野   剛
かわの つよし

お産について

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

枡谷 康治 室長
ますたに こうじ

消防署員などを装った
不審電話に

▼ 

不
審
電
話
が
相
次
い
で
い
ま
す

注意を！
注

　意

①
尾
を
挙
上
し
落
ち
着
き
が
な
く
な
り
、弱
陣
痛
が
始
ま
っ
て

　
５
〜
６
時
間
た
っ
て
も
破
水
が
な
い
。

②
破
水
後
１
〜
２
時
間
経
っ
て
も

　
足
胞（
子
牛
の
足
が
入
っ
た
袋
）が
見
え
て
こ
な
い
。

③
足
胞
が
見
え
て
か
ら 

２
〜
３
時
間
経
っ
て
も
進
展
が
な
い
。

異
常
分
娩
が
考
え
ら
れ
る
場
合
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が
覚
め
て
し
ま
う
、
眠
り
が
浅
い
、
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
い
っ
た
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。

「
睡
眠
不
足
」
と
は
、
寝
床
に
入
っ
て
い
る
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な

い
状
態
を
い
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
日
中
の
眠
気
の
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
何
日
も
続
く
と
さ
ま

ざ
ま
な
心
身
の
不
調
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

日
中
に
強
い
眠
気
が
生
じ
、
疲
れ
や
す
さ
、
集
中
力
・
注
意
力
の
低
下
、
イ

ラ
イ
ラ
感
な
ど
が
起
こ
っ
て
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

睡
眠
不
足
は
、
食
欲
が
増
進
す
る
た
め
肥
満
の
原
因
に
な
っ
た
り
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
重
な
る
と
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
、
心
臓
病

や
脳
卒
中
を
発
症
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

不
眠
や
睡
眠
不
足
が
あ
る
人
は
、
う
つ
病
に

な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

不
眠
を
改
善
す
る
に
は
、
生
活
習
慣
の
見

直
し
が
重
要
で
す
。
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
も
、
眠
り
に
つ
い
て
の
悩
み
が
な
か

な
か
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

次
回
は
寝
つ
き
の
悪
さ
を
解
消
す
る
対
策
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

保健師さんの
健康アドバイス 睡眠

日田市医師会立 日田検診センター
保健師　渡辺　綾子

｢

寝
つ
き
が
悪
い｣

「
眠
り
が
浅
い
」
な
ど
眠
り
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
人
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
ら
は
、病
気
が
原
因
の
こ
と
も
あ
れ
ば
、眠
り
に
対
す
る
誤
解
に

よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。睡
眠
は
自
分
の
意
思
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
の
で
、ま
ず
は
〝
睡
眠
〞
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
が
眠
く
な
る
仕
組
み
は
２
タ
イ
プ
あ
り
ま
す
。こ
の
２
つ
の
仕
組
み
が
乱

れ
る
と
、不
眠
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

脳
は
起
き
て
い
る
間
ず
っ
と
活
動
を
続
け
て
い
る
の
で
、だ
ん
だ
ん
疲
れ
が
溜

ま
っ
て
き
ま
す
。睡
眠
物
質
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、起
き
て
い
た
時
間
に
比
例
し
て
脳

脊
髄
液
の
な
か
に
溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。そ
う
す
る
と
、眠
気
を
起
こ
す
脳
の
視
床
下

部
に
あ
る
睡
眠
中
枢
が
活
性
化
し
、脳
を
休
ま
せ
る
た
め
に
眠
気
が
起
こ
り
ま
す
。

夜
に
な
っ
た
ら
自
然
と
眠
く
な
る
の
は
、
体
内
時
計
に
よ
る
も
の
で
す
。体
内

時
計
は
、
１
日
ほ
ぼ
24
時
間
の
周
期
で
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

欠
か
せ
な
い
の
が
、
朝
の
太
陽
の
光
で
す
。起
床
直
後
に
日
光
を
受
け
る
と
、
そ

れ
が
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
時
報
と
な
っ
て
体
が
活
動
的
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
14
〜
16
時
間
経
つ
と
、
体
内
時
計
の
指
令
で
体
が
皮
膚
か
ら
熱
を

出
し
て
、体
の
内
部
の
温
度
が
下
が
り
始
め
、体
は
徐
々
に
休
息
態
勢
に
な
り
、

そ
の
１
〜
２
時
間
後
に
自
然
に
眠
り
に
導
か
れ
ま
す
。

「
不
眠
」
と
は
、
寝
床
に
入
っ
て
い
る
時
間
は
十
分
確
保
で
き
て
い
る
の
に
、

質
の
よ
い
睡
眠
を
得
ら
れ
な
い
状
態
で
、
寝
つ
き
が
悪
い
、
途
中
で
何
度
も
目

睡
眠
の
仕
組
み

脳
が
疲
れ
て
眠
く
な
る
仕
組
み

● 

活
動
の
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に
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不
眠
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不
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不
眠
や
睡
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不
足
が
も
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ら
す
影
響

頼りになります共済部長さん頼りになります共済部長さん

地
域
に
応
え
、

　
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

私
は
共
済
部
長
・
評
価
員
を
務
め
て
９
年
目
に

な
り
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
安
岐
町
に
戻
り
、
地

元
の
農
事
組
合
法
人
で
農
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
組
合
で
は
水
稲
を
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大

豆
を
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
裏
作
に
麦
を
27
ヘ
ク
タ
ー

ル
作
付
け
し
て
い
ま
す
。
ど
の
地
区
で
も
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
の
地
区
で
も
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
農
作
業
が
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、

組
合
が
田
植
や
稲
刈
り
等
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
新
た
な
「
食
育
」
の
取
り
組
み
を
始

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
元
の
子
供
た

ち
と
健
康
的
な
食
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
と
も

に
、
収
穫
体
験
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
か
ら
田
植
ア
ー
ト
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。
１
月
か
ら
話
し
合
い
を
始
め
、
準
備

期
間
も
短
く
大
変
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
と
の
田

植
え
・
収
穫
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
新
た
に
始
ま
る
収
入
保
険

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
農
業
人
口
が
減
少
し
て
い

く
な
ど
大
変
厳
し
い
時
代
で
す
が
、
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
農
家
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

共
済
部
長
を
務
め
て
20
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
農
業
一
筋
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
繁
殖
和
牛
６
頭
の
飼
養
と
水
稲
85
ア
ー
ル

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
牛
は
多
い
と
き
に
は
17
頭

を
飼
養
し
て
い
ま
し
た
。
牛
を
世
話
す
る
の
は
楽

し
く
、
特
に
子
牛
は
か
わ
い
い
で
す
ね
。
市
場
に

出
す
と
き
に
は
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

最
近
、
牛
飼
い
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
残
念
で
す
。
近
年
は
市
場
の
子
牛
価
格
が
安
定

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
牛
飼
い
が
増
え
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
め
た

い
と
思
う
人
の
手
助
け
を
し
た
い
で
す
ね
。

私
の
住
む
地
域
は
、
高
齢
化
に
伴
い
人
口
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
地
域
内
で
の
助
け
合
い
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
の
近
所
づ
き
あ
い
が
、
い
ざ
と

い
う
時
の
助
け
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
で
は
、
建
物
共
済
と
農
機
具
共

済
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
震
や
事
故
な

ど
、
い
つ
自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

制
度
普
及
に
努
め
て
頂
き
た
い
で
す
し
、
私
も
重

要
性
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

牛
飼
い
が
生
き
が
い

中西部支所（日田市上津江町）

宮木 一光さん（85） 担当戸数９戸
みやき かずみつ

東部支所（国東市安岐町中園）
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が
覚
め
て
し
ま
う
、
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が
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タ
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。
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。
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っ
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習
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。
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の
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の
田

植
え
・
収
穫
を
楽
し
み
た
い
と
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に
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に
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待
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い
ま
す
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業
人
口
が
減
少
し
て
い

く
な
ど
大
変
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し
い
時
代
で
す
が
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張
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て
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た

だ
き
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家
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ズ
に
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て
ほ
し
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と
思
い
ま
す
。

共
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を
務
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て
20
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以
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に
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ま
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で
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で
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た
。
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は
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殖
和
牛
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頭
の
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と
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稲
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を
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て
い
ま
す
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多
い
と
き
に
は
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を
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し
て
い
ま
し
た
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牛
を
世
話
す
る
の
は
楽

し
く
、
特
に
子
牛
は
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い
で
す
ね
。
市
場
に

出
す
と
き
に
は
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す
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最
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、
牛
飼
い
の
数
が
減
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て
い
る
こ
と

が
残
念
で
す
。
近
年
は
市
場
の
子
牛
価
格
が
安
定
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る
の
で
、
こ
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に
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が
増
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ば
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な
と
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い
ま
す
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こ
れ
か
ら
始
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た

い
と
思
う
人
の
手
助
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を
し
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い
で
す
ね
。
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の
住
む
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は
、
高
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に
伴
い
人
口
が
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て
き
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い
ま
す
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で
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が
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だ
と
思
い

ま
す
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日
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の
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が
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う
時
の
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け
に
な
る
と
感
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て
い
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
で
は
、
建
物
共
済
と
農
機
具
共

済
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
震
や
事
故
な

ど
、
い
つ
自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

制
度
普
及
に
努
め
て
頂
き
た
い
で
す
し
、
私
も
重

要
性
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

牛
飼
い
が
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が
い
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410

キッチンウスダ
やまカフェ
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歴史民俗

資料館 ●
清川支所

神楽の里●
ふれあいセンター　

●宝生寺

●
原尻の滝

●
牧野原牧場

●ふるさと温泉中塚不動尊
●

一目八景展望台●
●深耶馬溪温泉
　鹿鳴館

北山田駅 豊後森駅

レストイン
ろくめいかん

210

387

28

緒
方
町
平
石
地
区
に
あ
る「
キ
ッ
チ
ン
ウ
ス

ダ  

や
ま
カ
フ
ェ
」を
紹
介
し
ま
す
。同
店
は
、東

京
か
ら
移
住
し
て
き
た
臼
田
夫
妻
が
20
年
前
に

始
め
た
お
店
で
す
。オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
素
材
を
使

用
し
た
自
家
製
天
然
酵
母
パ
ン
や
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
は
、季
節
の
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト

（
１
，０
８
０
円
）が
オ
ス
ス
メ
で
、季
節
の
野
菜

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
と
自
家
製
天
然
酵
母
パ
ン

を
一
緒
に
味
わ
え
る
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。カ
フ
ェ
の
隣
で
は
パ
ン
を
販
売
し
て
お
り
、

定
番
の
も
の
か
ら
季
節
の
食
材
を
使
用
し
た
パ

ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー

ス
は
臼
田
オ
ー
ナ
ー
ご
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
て

お
り
、心
安
ら
ぐ
空
間
作
り
も
特
徴
で
す
。お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

中
津
市
耶
馬
溪
町
に
あ
る「
ろ
く
め
い
か
ん
」

の
人
気
メ
ニ
ュ
ー「
山
か
け
そ
ば
」を
紹
介
し
ま

す
。丹
精
込
め
た
手
打
ち
の
蕎
麦
に
、地
元
で
取

れ
た
自
然
薯
の
と
ろ
ろ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い

ま
す
。麺
を
す
く
う
と
、と
ろ
ろ
と
出
汁
の
香
り

が
広
が
り
、食
べ
る
と
ふ
わ
ふ
わ
の
と
ろ
ろ
と

蕎
麦
の
相
性
が
抜
群
で
最
後
ま
で
美
味
し
く
頂

け
ま
す
。自
然
薯
の
天
ぷ
ら
や
ス
テ
ー
キ
、山
菜

な
ど
も
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

２
０
１
７
年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

深
耶
馬
渓
の
一
目
八
景
展
望
台
の
隣
に
あ
り
、

窓
際
に
座
れ
ば
奇
岩
群
を
見
上
げ
ら
れ
眺
望

も
楽
し
め
ま
す
。５
月
は
新
緑
、
11
月
は
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
で
た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。耶
馬
溪
町
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ

寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
家
製
パ
ン
の
香
り
と
安
ら
ぐ
空
間

手
打
ち
そ
ば
に
自
然
薯
料
理

ぜひ、景色を
眺めながら
味わって下さい

自然の中で、
心安らぐひとときを
すごせますよ

NOSAI職員オススメSPOT

中津市耶馬溪町深耶馬3152-２
☎0979-55-2027
年中無休
営業時間／９：00～18：00

人
里
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ェ
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深
耶
馬
の
奇
岩
を
一
望

   

レスト
イン 

ろ
く
め
い
かん

南部支所

　大津 祐二おおつ
ゆうじ

北部支所

　安藤 孝太あんどう
こうた

豊後大野市緒方町平石2433
☎0974-42-4128
定休日／月・火曜日
営業時間／10：00～17：00
　　　　　カフェ11：30～17：00

ひ
と
め
は
っ
け
い

日
田
市
求
来
里
地
区
の
足
立
忠
雄
さ
ん

は
、
ス
イ
カ
を
４
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
白
菜

を
３・８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
稲
を
30
ア
ー
ル
、

ホ
ウ
レ
ン
草
を
50
ア
ー
ル
栽
培
し
て
い
る
。

現
在
は
妻
の
世
志
子
さ
ん
と
、
従
業
員
３

名
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
研
修
生
２
名
の
７
名
で
運
営
し
て
い
る
。

日
田
西
瓜
部
会
副
部
会
長
で
も
あ
る
忠
雄
さ
ん
は
「
今
年
の
ス

イ
カ
は
大
玉
で
は
な
い
が
例
年
並
み
で
糖
度
も
12
〜
13
度
と
甘
く

で
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
評
判
も
大
変
良
い
で
す
」
と
話
す
。

今
後
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
も
検
討

し
て
お
り
、
海
外
の
中
核
農
業
者
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
離
農
者
か
ら
引
受
け
た
耕
地
に
よ
り
栽
培
面
積
は
増
え
て
い
ま
す

が
、
従
業
員
や
研
修
生
の
お
か
げ
で
何
と
か
や
り
く
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の
農
業
品
目
を
対
象
に
し
て
い
る
収
入
保
険
制

度
は
魅
力
的
で
す
ね
」
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
期
待
を
寄
せ
て
く
れ
た
。

《日田市求来里　足立さん夫妻・研修生》

Q問題

本　人　足立　忠雄 さん （62）

　妻　　足立　世志子 さん （57）

研修生　グェン  ティ  タオ さん （30）：写真一番左

研修生　キュウ  ティ  トィエト さん （29）：写真一番右

今月の
表紙

スマホ
からも

応募で
きます

！

kirari@nosai-oita.jp

Eメールのお送り先

ハガキのお送り先

〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

「身体にやさしい」をコンセプト
に科学調味料など使わず天然
素材にこだわって作った自信作
です。「安心」「安全」「美味し
い」の作り手の気持ちを込めて、
子供からお年寄りまで胸を張っ
てご提供できるソーセージ・ハム
です。ぜひ、ご賞味ください。

NOSAIの麦共済は本年秋の加入申請時（31年産）
から当然加入制ではなくなります。何制になるで
しょうか？（漢字で記載してください）

ハガキまたはEメールに下記の①～⑤を記入いただき
お申し込みください。当選者は発送をもって発表に
かえさせていただきます。
①クイズの答え
② 感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所
④氏名、年齢
⑤電話番号

応募締め切り　2018年９月16日㈰（消印有効）
広報紙22号のクイズプレゼント応募期間が終了していないため、
前回当選のお知らせはありません。

あだち

あだち

ただお

よしこ

宇佐市院内町　宇佐ジビエファクトリー
「ジビエソーセージ・ハムの
　　　　　　　　 詰め合わせ」

「□□□□制」
ヒント：８ページを見てね！
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く
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「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

大分県農業共済組合
本所：〒870-0822
大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110   FAX.097-544-8242

平成30年７月発行

hp@nosai-oita.jp

NOSAIおおいた広報紙
「きらり」第23号

印刷：小野高速印刷株式会社
〒870-0913 大分市松原町２-１-６
TEL.097-558-3444   URL http://www.ohp.co.jp/

広報紙きらりでは、地域の農産物加工品をク
イズプレゼント応募という形で紹介していま
す。毎号、多くの方からハガキやメール等で感
想や応援の言葉までいただき嬉しい限りです。
ありがとうございます。

最近では、年配の方でも「初めてメールで応
募する」という人が増えているようです。携帯
電話メールでの応募は覚えてしまえば簡単に
できますので、挑戦してみてはいかがでしょう
か。ご応募お待ちしています。

ほくほくの

じゃがいも
おやき

今回、レシピを教えてくれたのは、日出町の小野望さん。実家のじゃ
がいもを使ったおやつは、出すとすぐ無くなるそうです。

●作り方 ①Aを全て入れてゆでる
 ②Aがゆであがったらすりつぶし、Bを入れて混ぜ合わ

せる。牛乳は好みのかたさに合わせて調整。
 ③一口大にして油をひきフライパンで焼く。
 ※油はお好みでバターに変えても美味しくたべられます。醤油

やマヨネーズをかけても味が変わり美味しくいただけます。

①大成ナス15aと里芋20aを栽培しています。
②手を入れた作物が思うようにできたときです。
③マイペース
④食べ歩きをすることです。
⑤面積を増やしながら、新しい作物の栽培にも挑戦し

ていきたいです。

①水稲７ha、麦2.5haとイチゴ８aを栽培しています。
②食べてくれた人から「おいしかった」と言ってもらうことです。
③平穏
④家で過ごすことが多いですが、たまに兄と食事に行っ

たりします。
⑤水稲中心の農業ですが、園芸品目（特にイチゴ）は将

来もずっと続けていきたいです。

豊後大野市三重町　樋口　まりなさん（27）

2018年

NOSAIおおいた広報紙「きらり」 8vol.23

「NOSAI」へのご意見・ご要望を
お寄せください

①現在の仕事内容　②仕事での喜び　③好きな言葉　④休日の過ごし方　⑤将来の自分は？

国東市国東町　吉崎　祥平さん（27）

きらりわけえし

組
合
長
あ
い
さ
つ

新
役
員
紹
介

第
５
回
通
常
総
代
会
開
催

内容

つくってみちょくれ！

ひぐち よしざき しょうへい

塩こしょう
小麦粉 ……… 50ｇ
マヨネーズ …… 20ｇ
牛乳 ………… 30～45ｇ

●材料（１人前）
　じゃがいも ……５個
　　　　　　　    （小～中）
　コンソメ ………１個
　水 ……………500cc

BA

へいおん
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